
す
。
放
射
線
、
そ
の
健
康
影
響
、
食
品
の
安
全

な
ど
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
改
め
て
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●�

テ
ー
マ　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
学
ぶ
放
射
線

−

放
射
線
・
放
射
能
と
そ
の
共
通
点

−

●�

講
　
師　
公
益
財
団
法
人
原
子
力
安
全
研
究

　
協
会　
理
事
長　
杉す
ぎ
浦う
ら　
紳の
ぶ
之ゆ
き 

氏

●
開
催
会
場

　
２
月
14
日
㈰
ベ
ネ
シ
ア
ン
ホ
テ
ル
白
石
蔵
王

　

�

２
月
15
日
㈪
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台

（
Ａ
Ｅ
Ｒ
21
階
）

　
２
月
16
日
㈫
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
浦
島

●
時
　
　
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

※�

測
定
実
演
で
は
、
機
器（
霧
箱
）を
用
い
て
、

自
然
界
に
存
在
す
る
目
に
見
え
な
い
放
射
線

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
放
射
性
物
質
の
測
定
等
も
行
い
ま
す
。

●
参
加
費
用　
無
料（
要
事
前
申
込
み
）

●�

申 
込 
み　
開
催
告
知
チ
ラ
シ
裏
面
の「
参

加
申
込
書
」を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
い
た
だ
く

か
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
開
催
告
知
チ
ラ
シ
は
、
県
庁
、
県

の
合
同
庁
舎
等
に
用
意
す
る
ほ
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 

宮
城
県
原
子
力
安
全
対
策
課　

２
１
１-
２
３
４
０

　

gentaij@
pref.m

iyagi.lg.jp

　
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税
理
士
記

念
日
」に
ち
な
み
、
次
の
と
お
り
税
理
士
に
よ

る
無
料
税
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
所
得
税
や
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
、
税
の
専

門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
　
き　
２
月
20
日
㈯

　
受
付　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●�

と
こ
ろ　
塩
竈
市
公
民
館　

２
階
第
１・
２

会
議
室（
塩
竈
市
東
玉
川
町
９-

１
）

問 

東
北
税
理
士
会　
塩
釜
支
部

０
９
０-

４
６
３
５-

８
７
７
３

　
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

こ
と
を「
盲
ろ
う
者
」と
言
い
ま
す
。
盲
ろ
う
者

の
障
が
い
の
程
度
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
通

訳
・
介
助
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
日
常
生
活

や
社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
取
得
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
に
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

①
氏
名
、
②
市
町
村
、
③
連
絡
先
、
盲
ろ
う
者

に
必
要
な
通
訳
・
介
助（
音
声
・
筆
記
・
接
近

手
話
・
触
手
話
・
手
の
ひ
ら
書
き
、
点
字
）に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
や
展
望

●
と
　
き　
３
月
12
日
㈮
午
後
１
時
～
午
後
３
時

●�

と
こ
ろ　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー　
研
修
室

●�

講
　
師　
富
山
盲
ろ
う
者
友
の
会　
会
長　

　
九く

曜よ
う　
弘こ
う
次じ

郎ろ
う 

氏

●�

内
　
容　
盲
ろ
う
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能

性
や
展
望
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
富
山
県

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。�

●
申
込
み　
２
月
26
日
㈮
ま
で

　
難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
、
そ
の
ご
家
族
な
ど

を
対
象
に
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
む
た
め
の
様
々
な
手
段
を
考
え
ま
す
。

要
約
筆
記（
文
字
通
訳
）が
付
く
の
で
、
聞
こ
え

に
く
く
て
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
に
は
、
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
①
氏

名
、
②
市
町
村
、
③
ご
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

【�

難
聴
者
等
ト
ー
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
室
】

●
と
　
き　
２
月
６
日
㈯
、
２
月
22
日
㈪

　
両
日
と
も
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●�

と
こ
ろ　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー　
研
修
室

●�

内
　
容　
な
ぜ
聞
こ
え
に
く
く
な
る
の
か
、

補
聴
器
の
購
入
方
法
な
ど
、
宮
城
県
言
語
聴

覚
士
会
の
高
卓
輝
氏
に
よ
る
お
話
と
、
参
加

者
同
士
の
交
流
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
定
　
員　
各
回
15
人

【
難
聴
者
等
生
活
支
援
講
座
】

●
と
　
き　
３
月
13
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

●�

と
こ
ろ　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー　
研
修
室

●�

内
　
容　
講
話「
活
か
そ
う
！
聞
こ
え
を
補

う
脳
の
力
」

●�

講
　
師　
全
日
本
難
聴
者
中
途
失
聴
者
団
体

連
合
会�

情
報
文
化
部　
小
川
光
彦
氏

　
自
分
の「
聴
く
」、「
読
む
」力
を
活
か
し
て
聞

こ
え
を
補
え
る
機
器
に
つ
い
て
な
ど
、
ご
自
身

も
難
聴
者
で
あ
る
小
川
さ
ん
に
、
東
京
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
定
　
員
　
15
人

問
・
申 �

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）　
庄
子
、
田
脇

　
〒
９
８
０-

０
０
１
４

　

�

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
丁
目
１-

６

　
宮
城
県
本
町
第
３
分
庁
舎
１
階

３
９
３-

５
５
０
１　

３
９
３-

５
５
０
２

　

info@
m
im
isuppo-m

iyagi.org

　
毎
年
3
月
は
名
義
変
更
、
廃
車
な
ど
の
各
種

手
続
や
検
査
申
請
が
集
中
し
、
大
変
混
雑
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
手
続
は
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
窓
口
の
受
付
時
間
】

午
前
８
時
45
分
～
午
前
11
時
45
分
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

問 

軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管
事
務
所

０
５
０-

３
８
１
６-

１
８
３
０

●
と
　
き　
２
月
６
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
Ａ
Ｅ
Ｒ（
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１-

３-

１ 

５
階
）※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
予
約

制
・
入
場
無
料

●
対
　
象　
一
般
お
よ
び
高
校
生

●�

内
　
容　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
は
希
望

す
る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習

方
法
・
受
講
手
続
等
に
つ
い
て
、
直
接
相
談

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習

方
法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る
教
員
免

許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
冊
子

『
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
』（
大
学
・
短
大
編
）・

（
大
学
院
編
）を
配
布
し
ま
す
。

　
参
加
校
、
最
新
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。（http://w
w
w
.uce.or.jp/

）

問 

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

０
３-

３
８
１
８-

３
８
７
０

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

か
ら
10
年
が
経
と
う
と
す
る
今
、
放
射
線
・
放

射
能
に
は
ま
だ
多
く
の
不
安
が
残
さ
れ
て
い
ま

もよおし等は、新型コロナウイルス感染症の影響により、変更になる場合があります。

■
放
射
線
・
放
射
能
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

■
難
聴
者
等
ト
ー
タ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
室

■
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
手
続
や
車

検
は
お
早
め
に

く
ら
し

■
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同
入
学
説
明
会

も
よ
お
し

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金
相
談

■
盲
ろ
う
者
向
け
生
活
訓
練

20令和３年２月号広報りふ

111504
テキスト ボックス
０９０❘４６３５❘８７３３



　
３
月
１
日
㈪
〜
３
月
７
日
㈰

　
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　
命
を
守
る　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
消
防
署
で
は
随
時
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど

を
訪
問
し
、
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る

防
火
座
談
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
維
持
管
理
を
！

●�

設
置
場
所
は
全
て
の
寝
室（
子
ど
も
部
屋
含

む
）・
台
所
・
階
段（
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
）で
す
。

●�

性
能
維
持
の
た
め
、
ほ
こ
り
な
ど
を
掃
除
し

ま
し
ょ
う
。

●�

ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
ひ
い
て
定
期
的

な
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

●�
取
扱
説
明
書
等
で
本
体
の
交
換
時
期
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命

は
お
お
む
ね
10
年
で
す
。
古
く
な
る
と
電
子

部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　
予
防
課
指
導
係　

�

３
６
１-

１
６
１
７

　
　
利
府
消
防
署　

�
３
５
６-

２
２
５
１

防災行政無線等の内容を確認することができます。
（放送から12時間以内）

防災情報
テレホンサービス

356−8951
※通話料は、個人負担となります。

　
『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証

制
度
』は
、
介
護
職
で
長
く
働
い
て
も
ら
う
た

め
に
、「
人
材
を
育
て
る･

職
員
の
処
遇
条
件
を

定
め
る
、
職
員
の
意
向
を
聞
く
」な
ど
の
仕
組

み
が
あ
る
介
護
事
業
所
が
宣
言
し
、『
宮
城
県
介

護
人
材
確
保
協
議
会
』が
認
証
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
み
や
ぎ
介
護
人
材

を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
の
第
２
段
階
が
始

ま
り
、
介
護
事
業
所
の
人
材
育
成
や
働
き
や
す

さ
の
取
組
を
よ
り
一
層
見
え
る
化
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
事
業
所
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
様
は
宣
言

事
業
所
・
認
証
事
業
所
を
検
索
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認

証
制
度
』の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
認
証
制
度
マ
ー
ク
見
本
】

　
　
宣
言
事
業
所
マ
ー
ク

　　
　
第
１
段
階
認
証

　
　
事
業
所
マ
ー
ク　

　
　

　
　
第
２
段
階
認
証

　
　
事
業
所
マ
ー
ク

問 ◆�み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制

度
事
務
局　

�

３
４
３-

８
５
６
５���

◆�

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課

　
運
営
指
導
班　

�

２
１
１-

２
５
５
６

　
２
月
８
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま
で
、
マ
リ

ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
に
確
定
申

告
会
場
を
設
置
し
ま
す
が
、
次
の
取
組
を
行
い

ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
】

　
申
告
書
作
成
会
場
混
雑
緩
和
の
た
め
入
場
に

は
、「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す
。
入
場
整
理

券
の
配
布
方
法
は
２
通
り
あ
り
ま
す
。

①�

申
告
書
作
成
会
場
で
当
日
配
布　
入
場
整
理

券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

②�
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
発
行　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
を
利
用
し
ま
す
。

【
入
場
整
理
券
の
国
税
庁

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
】

①�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
か
ら
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
達
追
加

②�「
ト
ー
ク
」画
面
か
ら「
相
談
を
申
し
込
む
」を

選
択

③
税
務
署
や
来
場
希
望
日
を
選
択

④�

内
容
を
確
認
し
て「
申
込
」を
タ
ッ
プ
し
て
完

了
　
入
場
時
に
申
込
完
了
画
面
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

塩
釜
税
務
署　

�

３
６
２-

２
１
５
１

広告枠

12月の事故火災
【町内】

◎交通事故　４件（95件）　　前年度同期　15件（115件）
◎火　　災　０件（  6件）　　前年度同期　  0件（    9件）

（　）内は１月からの累計

■
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

言
認
証
制
度

■
春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
か
ら
の

　

 

お
知
ら
せ

塩防くん

塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
確
定
申
告
書
作
成
会
場
へ
の

来
場
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ
～
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